
九
州
を
縦
貫
す
る
薩
摩
街
道

　

久
留
米
藩
内
に
は
、
か
つ
て
薩
摩
街

久
留
米
藩
内
に
は
、
か
つ
て
薩
摩
街

道

（坊
津
街
道
）
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

道

（坊
津
街
道
）
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

宿
場
・
山
家
宿

（
現
在
の
筑
紫
野
市
）

宿
場
・
山
家
宿

（
現
在
の
筑
紫
野
市
）

を
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、
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を
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児
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摩
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熊
本
藩
な
ど
主
要

大
名
が
江
戸
と
行
き
交
う
参
勤
交
代
に

大
名
が
江
戸
と
行
き
交
う
参
勤
交
代
に

も
使
わ
れ
た
街
道
で
す
。
他
に
も
、
日

も
使
わ
れ
た
街
道
で
す
。
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さ
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。
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ど
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久留米入城400年モノ語り久留米入城400年モノ語り❾
シリーズ

篤
姫
も
立
ち
寄
っ
た
府
中
宿

は今回のモノ語
りと関わる藩主

▶現代の地図に当
時の街道を重ねた
地図。御井町の矢
取から御井小学校
付近までが府中宿
でした

▶御井小学校は、薩摩街道
府中宿の本陣（御茶屋）で
した。篤姫とともに、西郷
隆盛や大久保利通も通って、
江戸に向かいました

久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

▲高良下宮社のえ
びすさん。文政
10（1827）年に
建立され、10 体
ある府中のえびす
さんの中でも、最
古のものです

札ノ辻

久留米城 宮地の渡し

★西鉄久留米駅
★JR久留米大学前駅柳

川
往
還

府中宿

参府街道

薩
摩
街
道

日田街道

★ JR久留米駅


